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ＣＯ２排出量と 企業業績・株価パフォーマンスには面白い傾向がみられた

• 大和総研が 「売上高当たりのＣｏ２排出量と 企業の業績、および 株価パフォーマナスとの関
係を分析したところ

売上高あたりＣＯ２排出量を 「少ない/減らしている 企業」

の業績及び株価パフォーマンスは

売上高あたりＣＯ２排出量が「多い/増やしている企業」

に比べ良好な傾向が確認された。
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図表10．売上高当たりCO2排出量の増減と組み合わせた場合のROA、ROE

2012
年度

2013
年度

2014
年度

2015
年度

2012
年度

2013
年度

2014
年度

2015
年度

543 2.3 3.3 3.4 3.3 4.2 7.5 6.7 6.8
（A） 排出量の水準小 270 2.9 3.6 3.7 3.6 6.6 8.6 8.0 7.5
（B） 排出量の水準大 273 1.7 2.9 3.1 2.9 1.8 6.4 5.4 6.1
（イ） 排出量減少 388 2.3 3.2 3.5 3.4 4.4 7.4 7.3 6.8
（ロ） 排出量増加 155 2.2 3.4 3.0 3.0 3.7 7.8 5.2 6.7

（A）かつ（イ） 193 3.2 3.6 3.8 3.7 7.5 8.7 8.2 7.5
（A）かつ（ロ） 77 2.2 3.6 3.2 3.3 4.2 8.2 7.5 7.4
（B）かつ（イ） 195 1.5 2.8 3.3 3.0 1.3 6.0 6.4 6.2
（B）かつ（ロ） 78 2.1 3.2 2.8 2.6 3.1 7.4 3.0 6.0

（出所）経済産業省「環境報告書プラザ」、東洋経済新報社より大和総研作成
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大和総研 伊藤正晴「ＥＳＧファクターと企業パフォーマンス・上」
http://www.dir.co.jp/research/report/esg/esg-report/20170525_012007.html

注） ＲＯＡ＝ 総資産利益率、 ＲＯＥ 株主資本利益率
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同 「ＥＳＧファクターと企業パフォーマンス 中」
http://www.dir.co.jp/research/report/esg/esg-report/20170705_012124.html

図表６．売上高当たりCO2排出量の増減と組み合わせた場合のリターン

5年間 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

3,145 21.6 22.9 62.3 18.7 12.9 7.4
（A） 排出量の水準小 270 22.4 23.8 58.6 16.4 15.7 7.2

（B） 排出量の水準大 273 17.2 10.0 48.1 19.8 11.2 7.5

（イ） 排出量減少 388 20.5 17.2 54.7 20.0 13.0 7.1

（ロ） 排出量増加 155 18.2 16.1 49.8 13.5 14.4 7.9

（A）かつ（イ） 193 23.1 26.1 59.9 17.8 13.1 7.6
（A）かつ（ロ） 77 20.6 18.2 55.4 12.9 22.0 6.2

（B）かつ（イ） 195 17.8 8.4 49.6 22.1 12.9 6.7

（B）かつ（ロ） 78 15.7 14.0 44.2 14.0 6.9 9.5
（注）5年間は、2012年初に等金額投資し5年間保有し続けたときの年率リターン。

各年は、年初に等金額投資し1年間保有したときのリターン。

（出所）経済産業省「環境報告書プラザ」、東洋経済新報社等より大和総研作成
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御清聴ありがとうございました


